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	・測定は受け入れ中、及びミキシング中に行わない。
・静電気対策必要油の検温器具については、吊り下げ部は導線入り木綿ひもでありボンディングしてあること。

· 検温器具は白油黒油等の用途別に専用化する。

· 温度計感温部の故障に注意する。

・ガスシールしているタンクの検温は２名以上で行う。

・温度計及び吊り下げ紐は、使用前に導電性をチェックし断線のないものを使用する。
・検温前に吊り下げ紐のボンディングを実施する。

(3)検温器をパイプに沿わせながら静かに降ろす。

(7)白油、スロップの静電気対策必要油のケース内油の処置は所定の容器に回収すべきであるが、やむを得ずタンクに戻す場合にはゲージウェルに沿って流し込む等、気泡の混入や油ミストが生じないようにする。

（静電気対策より）
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ゲージハッチ開放前準備　（基－16、17）を実施する。


 








レベルに応じ 温度計を   セットする





ゲージハッチを開ける





� eq \o\ad(５分間待機する,　　　　　　　　　　)�





温度計をひき上げる
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� eq \o\ad(素早く温度を読む,　　　　　　　　　　)�
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� eq \o\ad(他の測定ポイントも,　　　　　　　　　　)�  � eq \o\ad(同様に行う,　　　　　　)�





ゲージハッチを閉める





器具のﾎﾞﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを取外す





測定温度とＴＩが許容 　　  範囲内か確認する
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